
図－１ 小径コアとφ100mm コアの 4 週圧縮強度の関係 
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１．はじめに 

コンクリート構造物の耐久性を確保するためには、新設時にその構造物が所要の品質を有しているかを確

認しておくことが重要となる。著者等は平成１４年度から小径コア試験法を新設構造物検査に適用できる技

術として確立するための共同研究を行っている。今回は、その一連の研究の中で実施した、新設コンクリー

トから早期に採取したコアを用いた試験結果から所定の材齢（28 日）における構造体コンクリート強度を求

める方法を検討した実験の結果を報告する。 

 

２．実験概要 

比較するために作成し

た 5 体の平板試験体（0.8

ｍ×0.8ｍ×0.2ｍ）からφ

25mm 小径コア（以下、小径

コア）とφ100mm コアを採

取して圧縮強度試験を行っ

た。材齢 7 および 14 日目に

採取した後に材齢 28 日ま

で封かん養生した小径コア

と材齢 28 日の直前に採取

した小径コアおよびφ100mm コアの圧

縮強度を比較した。 

表-１に示すとおり、実験の要因とし

ては、コンクリート種類、コア供試体

の直径、試験材齢を取りあげたほかに、

小径コアについては供試体の切出し位

置と、供試体採取時期および試験材齢

までの養生方法を取りあげた。早期に

採取した小径コアで所定の材齢（28

日）における構造体コンクリート強度 

を求める場合を想定している。試験材齢までの養生方法については、現場でできる簡易な作業を前提として、

コアを樹脂フィルムでラップしてからビニル袋にいれたシリコン系材料で覆うように漬け込んだ封緘方法と、

コアを樹脂フィルムと濡れ新聞紙でラップしてビニル袋にいれる封緘方法の２つの方法を検討することにし

た。 

 

 

実験要因 実験種類 

A:試験体のｺﾝｸﾘｰﾄ種類 1) A1:N18、A2:N24、A3:N30、A4:N60、A5:BB24 

B:コアの直径 B1:100mm（φ100mm コア）、B2:25mm（小径コア） 

C:試験材齢 2) C1:7 日、C2:14 日、C3:28 日 

D:供試体の切出し位置 3) D1:試験体上端から 50mm（上）、D2:同 100mm（下） 

E:採取時期、および試験材齢

（28 日）までの養生方法 4) 

E1:採取時期：材齢７日、養生方法：シリコン材封緘 

E2:採取時期：材齢７日、養生方法：濡れ新聞+ビニル袋 

E3:採取時期：材齢 14 日、養生方法：シリコン材封緘 

E4:採取時期：材齢 14 日、養生方法：濡れ新聞+ビニル袋 

1) セメント種類（N:普通ポルトランドセメント、BB:高炉セメント B 種）・呼び強度 

2) 小径コアに設定、φ100mm コアの試験材齢は 28 日のみ 

3) 小径コアに設定、供試体中心部の該当する位置 

4) 試験材齢 4 週の小径コアのみ 
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３. 実験結果 

3.1 φ100mm コア強度との関係 

図-１に、小径コアの 4 週圧縮強度とφ100mm コア強度の関係を示す。 

小径コアの圧縮強度とφ100mm コアの圧縮強度は概ね等しく、両者の相関は高い。しかし、今回の試験結

果では強度レベルの高い 60N から採取した小径コア強度は標準コア強度よりも若干低くなった。これまでの

研究 1)などを勘案すればバラツキの範囲にあるとも推察できるが、高強度域になると小径コアの結果が低く

なる傾向として表れたものとも考えられる。 

3.2 小径コア養生方法の比較 

図-２に供試体種類による 4 週圧縮強度の関係を、図-３に小径コア 4 週強度に対する強度発現率を、それ

ぞれコンクリート種類ごとに示す。 

強度レベルの高い N60 では若干差が大きめであったが、他のコンクリートについては、所定の材齢以前に

採取した小径コアの 4 週での強度発現率は 90～110％の範囲にあり、採取材齢や封緘養生方法による明確な

差違はみられない。このことから、材齢初期に採取したコアを、今回検討した２つのいずれの封緘方法をと

っても封緘養生して材齢 28 日に強度試験を行えば、材齢 28 日直前に採取したコアと同様に構造体コンクリ

ート強度を十分推定できることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

５種類の平板試験体から異なった材齢で採取した小径コアと４週で採取したφ100mm コアを用いての４週

での圧縮強度比較試験を行った。以下に、本実験で得られた知見を示す。 

1) 小径コアの圧縮強度とφ100mm コアの圧縮強度は概ね等しく、両者の相関は高い。しかし、強度レベルの

高い 60N から採取した小径コア強度ではやや低めになる傾向がみられた。 

2) 材齢初期に採取した小径コアを、今回検討した樹脂フィルムラップしてからシリコン系材料で覆う封緘方

法と、樹脂フィルムと濡れ新聞紙でラップしてさらにビニルシートで包む封緘方法のいずれでも、封緘養

生して材齢 28 日に強度試験を行えば、材齢 28 日直前に採取したコアと同様に構造体コンクリート強度を

十分推定できることがわかった。  
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図-２ 供試体種類による 4 週圧縮強度の関係 図-３ 小径コア 4 週強度に対する強度発現率 
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